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会
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
高

橋
弘
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

「
町
人
会
だ
よ
り
」
平
成
３１
年
春

号
を
お
届
け
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

は
昨
年
中
に
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

特
に
昨
年
は
我
が
在
京
石
鳥
谷
町

人
会
が
創
立
30

周
年
を
迎
え
て
の
記

念
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
当
っ
て

ご
寄
付
や
記
念
誌
へ
の
ご
寄
稿
な
ど

の
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

既
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
創
立
３０

周
年
記
念
誌
に
は
前
回
の
総
会
・
親

睦
交
流
会
の
直
前
ま
で
の
こ
と
を
収

録
し
て
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
町

人
会
だ
よ
り
」
は
そ
の
総
会
・
親
睦

交
流
会
の
準
備
状
況
か
ら
当
日
の
模

様
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。 

 

３０

周
年
記
念
総
会
・
親
睦
交
流
会
は

こ
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
ん
だ
ね
、

と
改
め
て
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
是
非
ご
一
読
下
さ
い
ま
す

よ
う
又
、
引
き
続
き
当
会
の
活
動
に

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
        

 

達増拓也岩手県知事からのメッセージ 
 

在京石鳥谷町人会の開催に際しメッセージをお送りします。 

皆様には、ふるさと岩手の発展のため、日ごろから多大なる御支援を賜り、また、東日本大震災津

波及び台風第１０号の被害からの復旧・復興に対して、多くのお力添えをいただいており、改めて心

から御礼申し上げます。 

さて、東日本大震災津波の発生から７年７カ月が経過しました。県では、暮らしの再建やなりわい

の再生とともに、台風第１０号により甚大な被害を受けた地域の住環境の整備など、復旧・復興事業

を着実に進めているところです。  

本年度も、被災者のこころのケアや新たな居住環境におけるコミュニティの形成など、被災者一人

ひとりに寄り添いながら、一日も早い復興を目指し全力で取り組んで参ります。さらに、2019 年は、ラ

グビーワールドカップ 2019ＴＭ日本大会が、被災地では唯一、釜石市で開催されるとともに、三陸鉄

道の一貫運営の開始など、三陸地域が国内外から大きな注目を集める好機です。 

県におきましても、復興に向かい歩みを進める地域の姿や東日本大震災津波への支援に対する

感謝の気持ちを伝え、多様な交流の活発化により、新しい三陸地域の創造につなげていくことを目的

とし「三陸防災復興プロジェクト 2019」の開催を計画しており、地元の底力と様々なつながりの力を合

わせて、復興のさらなる発展につなげていきます。 

東日本大震災津波及び台風第 10 号からの復興と、本県の減少に歯止めをかけ、岩手への新しい

人の流れを生み出すふるさと振興を力強く推進して参る所存であります。 皆様におかれましては、

ぜひ故郷との交流を一層深めていただき、ふるさと岩手の復興のため、更なるお力添えをいただきま

すようお願い致します。 

結びに、皆様のますますの御活躍と御発展をお祈りし、お祝いの言葉といたします。 

平成 3０年 11月 4日    

御 

挨 

拶 
 

在
京
石
鳥
谷
町
人
会
会
長 

高
橋 

弘
美 

石鳥谷総合支所から送られて

きた 30周年記念樹の枝垂れ梅

です（3/27撮影）。まだ蕾で開

花は４月になるそうです。 
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「
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
創
立
30

周
年

記
念
総
会
・
親
睦
交
流
会
」
は
、
上
田
東

一
花
巻
市
長
、
小
原
雅
道
花
巻
市
議
会
議

長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
昨
年
11

月
4

日

（
日
）
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
会
場
と
な
っ
た
精
養
軒
「
桜
の

間
」
は
、
不
忍
の
池
等
上
野
公
園
の
見
事

な
景
色
を
望
め
、
こ
の
日
の
会
合
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
お
部
屋
で
し
た
。
当
日
ご
出

席
の
ご
来
賓
、
一
般
の
会
員
を
含
め
176
名

の
皆
さ
ん
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
ご
歓
談
い

た
だ
き
、
大
い
に
ご
満
足
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
号
で
は
、
今
回
の
総
会
が
10
年
に
一

度
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
し

た
の
で
今
後
の
参
考
の
為
に
も
記
録
に

留
め
て
お
く
必
要
あ
り
と
考
え
、
裏
方
業

務
を
含
め
時
系
列
に
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
タ

ッ
チ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
若
干
微
に
入
り

細
を
穿
ち
す
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
何

卒
ご
容
赦
ね
が
い
ま
す
。 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
１ 

前
日
の
夕
方 

町
人
会
役
員
は
、
総
会
・
親
睦
交
流
会

を
成
功
裏
に
お
さ
め
る
べ
く
、
前
日
午
後

３
時
３０

分
に
上
野
精
養
軒
一
階
の
ロ
ビ

ー
に
集
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
に
応
じ

諸
準
備
を
始
め
た
。
通
常
こ
の
よ
う
な
裏

方
の
業
務
に
つ
い
て
ま
で
会
報
で
紹
介

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
日
お
手
伝
い

い
た
だ
い
た
町
人
会
役
員
等
は
、
貴
重
な

時
間
を
割
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

作
業
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
労
を
ね
ぎ

ら
う
意
味
も
込
め
、
あ
え
て
公
開
し
た
。 

➊
石
鳥
谷
総
合
支
所
が
取
り
ま
と
め
て

送
付
し
た
協
賛
品
な
ど
の
荷
物
を
開
封

し
、
中
身
を
確
認
。 

❷
出
席
者
に
配
付
す
る
各
種
印
刷
資
料

を
会
員
、
各
ふ
る
さ
と
会
、
石
鳥
谷
関
係

の
出
席
者
ご
と
に
大
型
封
筒
に
必
要
部

数
準
備
。 

❸
テ
ー
ブ
ル
に
置
く
酒
類
の
確
認
。 

❹
抽
選
会
用
景
品
等
の
確
認
。 

❺
も
ち
米
を
藤
原
富
藏
幹
事
に
渡
し
、
餅

づ
く
り
の
下
ご
し
ら
え
を
お
願
い
す
る
。

残
り
は
、
抽
選
会
景
品
用
と
し
て
１
ｋｇ
ず

つ
１０
袋
作
る
。 

❻
当
日
販
売
す
る
地
元
特
産
品
の
確

認
・
選
別
を
石
鳥
谷
総
合
支
所
職
員
に
お

願
い
。 

❼
名
札
が
２
種
類
（
ＩＤ
用
と
抽
選
用
）
同

数
あ
る
こ
と
を
確
認
、
ＩＤ
用
名
札
は
受
付

確
認
用
名
簿
と
照
合
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上

で
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
受
付
の
地
域
ご
と
に

ま
と
め
る
。 

❽
座
席
札
を
テ
ー
ブ
ル
番
号
と
座
席
番

号
の
印
字
を
確
認
し
、
席
次
表
と
照
合
し

た
う
え
で
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
ま
と
め
る
。 

❾
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
来
賓
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

近
隣
ふ
る
さ
と
会
、
会
員
、
町
人
会
役
員
、

と
色
分
け
し
ま
と
め
て
お
く
。 

❿
来
場
者
用
の
席
次
表
と
会
場
入
口
に

貼
り
出
す
大
型
席
次
表
の
確
認
。 

⓫
受
付
確
認
用
名
簿
（
来
賓
、
東
京
、
埼

玉
、
神
奈
川
、
千
葉
、
そ
の
他
に
区
分
）

を
受
付
責
任
者
が
受
取
り
保
管
。 

⓬
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
旗
、
同
旗
旗
竿
の

確
認
。 

⓭
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
歌
ＣＤ

の
所
在
確

認
。 

⓮
リ
ボ
ン
（
来
賓
用
・
招
待
者
用
）
の
所

在
確
認
。 

⓯
表
彰
式
で
贈
呈
す
る
感
謝
状
が
厳
重

に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
。 

こ
の
日
の
作
業
に
参
加
し
た
役
員
等

は
以
下
の
通
り
。
高
橋
弘
美
（
会
長
）
、

大
竹
雅
夫(

副
会
長)

、 

飯
塚
悦
子(

同)

、

山
口
建(

同)

、
吉
田
久
美
子(

同)

、
佐
藤
忠

男(

同)

、
川
村
三
郎(

同)

、
佐
々
木
ミ
ツ
子

(

幹
事)

、
大
原
公
司(

同)

、
山
口
郁
子(

同)

、

佐
藤
修(

同)

、
川
村
政
義(

同)

、
菊
池
善
男

(

監
事)

、
柳
原
政
義(

同)

、
河
嶋
稔(

参
与)

、

石
鳥
谷
総
合
支
所
関
係
者
２
名
、
藤
原
富

藏
氏
の
妹
ご
夫
妻
、
高
橋
会
長
の
御
親
戚

１
名
。
以
上
20

名
。 

 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２ 

当
日
の
朝 

昨
日
に
引
き
続
き
、
役
員
等
は
、
午
前

９
時
に
集
合
し
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、
早

速
、
以
下
の
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。 

❶
出
席
者
へ
の
お
土
産
の
セ
ッ
ト 

来
賓
及
び
石
鳥
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用 

東
京
限
定
お
土
産
を
佐
藤
副
会
長
が
66

個
準
備
、
会
員
向
け
お
土
産
120

個
準
備
、

内
容
は
リ
ン
ゴ
１
個
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
１

個
、
お
酒(

１
合)

１
本
、
お
米(

１
合) 

１

袋
、
３０
周
年
記
念
つ
る
し
雛
ス
ト
ラ
ッ
プ

(

石
鳥
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
合
同
提
供
２００

個
）
。 

❷
懇
親
会
場
テ
ー
ブ
ル
に
席
札
を
セ
ッ
ト 

精
養
軒
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
終
了
を

確
認
後
前
日
纏
め
て
お
い
た
席
札
を
、
テ

ー
ブ
ル
番
号
を
確
認
し
な
が
ら
セ
ッ
ト
。 

担
当
は
、
高
橋
弘
美
、
大
竹
雅
夫
、
川

村
三
郎
、
菊
池
正
弘
、
河
嶋
稔
、
菊
池
善

男
、
柳
原
政
義
。 

❸ 

テ
ー
ブ
ル
に
指
定
の
お
土
産
を
置
く 
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ⓐ 

御
来
賓
及
び
石
鳥
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

用
お
土
産
を
所
定
の
各
座
席
に
置
く
。 

ⓑ
引
き
続
き
会
員
用
お
土
産
を
所
定
座

席
の
上
に
置
く
。 

担
当
は
、
川
村
三
郎
、
板
垣
幸
雄
、
川

村
政
義
、
河
嶋
稔
、
菊
池
善
男
、
柳
原
政

義
。 

❹
餅
づ
く
り 

前
日
よ
り
下
ご
し
ら
え
し
た
餅
米
９
㎏

に
よ
り
つ
く
り
始
め
る 

担
当
は
、
藤
原
富
藏
、
佐
藤
修
、
下
川

友
子
、
下
川
一
子
、
島
節
子
。 

❺
広
報 

会
終
了
ま
で
、
ス
ポ
ッ
ト
ご
と
の
写
真
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
写
真
を
撮
る 

担
当
は
、
大
竹
雅
夫
、
川
村
政
義
。 

 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
３ 

受
付
（
会
計
） 

❶
受
付
１
（
町
人
会
会
員
） 

各
地
域
別
受
付
用
名
簿
（
東
京
・
神
奈

川
・
埼
玉
・
千
葉
・
そ
の
他
）
を
備
付
、

受
付
後
次
の
も
の
を
手
渡
す
。
㊀
ケ
ー
ス

入
り
の
名
札
、
㊁
領
収
証
、
㊂
会
議
資
料

（
「
総
会
・
交
流
会
資
料
、
３０

周
年
記
念

誌
朋
友
、
花
日
和
、
ボ
ラ
ー
ノ
、
そ
の
他

石
鳥
谷
か
ら
の
配
布
物
）、
㊃
席
次
表
。 

❷
受
付
２
（
御
来
賓
・
石
鳥
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
、
各
ふ
る
さ
と
会
） 

名
簿
を
備
付
、
受
付
後
次
の
も
の
を
手

渡
す
。
㊀
ケ
ー
ス
入
り
の
名
札
、
㊁
領
収

証
、
㊂
会
議
資
料
（
総
会
・
交
流
会
資
料
、

３０
周
年
記
念
誌
朋
友
、
㊃
席
次
表
） 

❸
留
意
事
項 

㋑
ご
来
賓
及
び
石
鳥
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
関
係
者
の
受
付
は
人
物
確
認
の
為

総
合
支
所
職
員
の
協
力
に
よ
り
滞
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
。 

㋺
御
来
賓
に
つ
い
て
は
、
会
場
ま
で
ア
テ

ン
ド
す
る
（
御
来
賓
受
付
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド

リ
ン
ク
係
り
に
状
況
を
見
な
が
ら
案
内

を
す
る
）
接
待
は
高
橋
会
長
が
担
当
。 

㋩
会
場
へ
入
場
の
際
、
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ

ス
を
行
う(

水
差
し
を
用
意
す
る)

。 

㋥
無
地
の
名
札
、
抽
選
札
、
席
札
の
ス
ペ

ア
ー
を
用
意
す
る
。 

㋭
「
い
し
ど
り
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
動
画

を
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹
介
。 

担
当
は
、
飯
塚
悦
子
、
伊
藤
精
司
、
佐
々

木
ミ
ツ
子
、
草
間
マ
サ
子
、
大
原
公
司
、

山
口
郁
子
、
板
垣
幸
雄
、
川
村
政
義
。 

❹
会
計 

会
費
用
領
収
証
、
会
費
収
納
箱
を
地
域

別
に
受
付
に
セ
ッ
ト 

担
当
は
、
山
口
建
、
山
口
郁
子
。 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
４ 

総
会 

司
会
は
菊
池
正
弘
、
菊
地
勝
江
両
幹
事

が
担
当
、
自
身
の
自
己
紹
介
に
引
き
続
き
、

総
会
開
会
５
分
前
な
の
で
、
所
定
の
席
に

お
着
き
に
な
る
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
。 

 

 

総
会
は
、
次
の
進
行
次
第
で
進
め
ら
れ
た
。 

❶
開
会
挨
拶 
司
会
者 

❷
物
故
会
員
に
黙
祷
、
こ
の
間
、
窓
際
の 

カ
ー
テ
ン
は
閉
め
、
室
内
照
明
を
落
と
す
。 

❸
「
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
歌
」
（
ＣＤ
）
を 

バ
ッ
ク
に
流
し
て
の
斉
唱
）
。
司
会
者 

か
ら
は
、
会
歌
の
作
曲
者
で
あ
る
故
細
川 

久
美
子
氏
に
つ
い
て
紹
介
。 

❹
会
長
挨
拶 

高
橋
会
長 

 

❺
総
会
の
議
案
審
議 

㋑
議
長
選
出
（
会
則
第
９
条
に
よ
り
会
長

が
務
め
る
） 

㋺
第
一
号
議
案
の
審
議
。
会
長
よ
り
、
平

成
２
９
年
度
事
業
報
告
及
び
同
年
度
収
支

決
算
に
つ
い
て
説
明
。 

㋩
柳
原
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
の
あ
と

承
認
。 

㋥
第
二
号
議
案
の
審
議
。
会
長
よ
り
平
成

３０

年
度
事
業
計
画
案
及
び
同
年
度
収
支

予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
。 

第
三
号
議
案
の
審
議 

 

㋭
役
員
の
改
選
（
大
竹
雅
夫
氏
の
副
会
長

退
任
及
び
参
与
就
任
、
川
村
政
義
幹
事
の

広
報
担
当
副
会
長
就
任
）
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
承
認
。 

❻
表
彰
式 

 

全
て
の
案
件
が
承
認
さ
れ
た
後
、
在
京
石

鳥
谷
町
人
会
創
立
以
来
３０

年
に
わ
た
り

参加者と収支状況 

参加者 

来賓・他    34 名 

コミュニティ  37 名(含む八幡まちづくり協議会会長) 

会員・他    92 名 

お手伝い    3 名 

鹿踊       10 名 

 計     176 名(昨年 164 名)、当日欠席・参加者各3 名 

収 入 

参加費 来賓   508,000 円(昨年  460,000 円) 

会員・他     701,500 円(昨年  677,000 円) 

計       1,209,500 円(昨年1,137,000 円) 

当日年会費      88,000 円(昨年  84,000 円) 

上野精養軒支払    1,046,956円(昨年   932,418 円) 
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役
員
と
し
て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
大

竹
雅
夫
氏
に
感
謝
状
等
を
贈
る
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
う
。 

❼
上
田
東
一
花
巻
市
長
、
小
原
雅
道
花
巻

市
議
会
議
長
の
ご
祝
辞 

      

 

     

花
巻
市
長
か
ら
は
、
地
元
花
巻
の
近
況

報
告
と
と
も
に
「
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
」

の
ふ
る
さ
と
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

対
す
る
支
援
活
動
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
そ

し
て
、
小
原
雅
道
花
巻
市
議
会
議
長
か
ら

は
、
花
巻
市
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
貢

献
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る

旨
の
ご
祝
辞
あ
り
。 

❽
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

司
会
者
か
ら
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事

か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て

い
る
旨
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
場
で
読
み
上

げ
ら
れ
る
（
全
文
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。 

 

最
後
に
、
御
来
賓
、
在
京
ふ
る
さ
と
会
、

石
鳥
谷
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
皆
さ
ん
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
全
員

の
お
名
前
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
代
表
者

を
紹
介
す
る
か
た
ち
で
順
次
紹
介
（
本
号

の
６
頁
以
降
に
全
員
の
集
合
写
真
と
ご
芳

名
を
掲
載
）。 

 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
５ 

親
睦
交
流
会 

❶
鏡
開
き 

今
年
度
は
創
立
30

周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
来
賓
に
よ
る
「
鏡
開
き
」
が

行
わ
れ
、
司
会
者
の
「
セ
ー
ノ
」
の
掛
け

声
に
よ
り
、
檀
上
の
６
名
と
会
場
の
皆
さ

ん
と
が
一
緒
に
「
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
応
じ
、

「
南
部
関
」
の
菰
樽
の
鏡
は
見
事
に
開
か

れ
た
。 

左
の
写
真
は
、
半
纏
を
着
用
し
、
木
槌

を
も
っ
て
鏡
開
き
を
す
る
右
か
ら
小
原

雅
道
花
巻
市
議
会
議
長
、
上
田
東
一
花
巻

市
長
、
高
橋
弘
美
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
会

長
、
菅
原
善
幸
石
鳥
谷
総
合
支
所
長
、
中

村
弘
樹
花
巻
商
工
会
議
所
石
鳥
谷
支
部

会
長
、
瀬
川
紘
一
花
巻
ふ
る
さ
と
会
会
長
。 

❷
乾
杯 

鏡
開
き
の
後
、
御
来
賓
は
そ
の
ま
ま
壇

上
に
残
り
、
菰
樽
か
ら
６
個
の
桝
に
お
酒

を
注
ぎ
、
中
村
弘
樹
様
ご
発
声
に
よ
る
乾

杯
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、「
南
部
関
」

と
「
七
福
神
」
、「
エ
―
デ
ル
ワ
イ
ン
」
の

一
升
瓶
が
並
び
、
さ
す
が
「
南
部
杜
氏
の

里
」
の
「
在
京
ふ
る
さ
と
会
」
だ
な
と
実

感
。 毎

年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
は
、
共
通
の
話
題
で
場
が
持

て
る
よ
う
に
配
慮
し
、
石
鳥
谷
町
内
の
同

一
地
域
出
身
者
が
同
席
と
な
る
よ
う
に

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
今
年
度
は
、
30

周
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
数
は
昨
年

度
よ
り
多
く
16

と
し
何
時
に
も
増
し
て

故
郷
の
話
題
等
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。 

毎
年
、
好
評
を
博
し
て
い
る
お
餅
は
、

新
堀
の
高
橋
淑
郎
様
の
御
好
意
で
い
た

だ
い
た
も
ち
米
で
料
理
さ
れ
て
お
り
、
今

年
も
、
あ
ず
き
餅
、
く
る
み
餅
、
ズ
ン
ダ

餅
が
振
舞
わ
れ
た
が
、
例
年
の
ご
と
く
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
る
。 

❸
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

親
睦
交
流
会
の
司
会
は
、
菊
池
正
弘
幹

事
と
荒
瀬
富
姫
子
幹
事
の
コ
ン
ビ
（
左
の

写
真
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
新
堀
出

身
の
津
田
富
美
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ウ
、
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
女
子
会
員
に

よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
八
幡
地
区
の
春
日
流

鹿
踊
の
披
露
と
い
っ
た
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
る 

 

 

㋑
歌
謡
（
津
田
登
美
子
、
瑛
章
）
三
曲 

津
田
さ
ん
は
、
現
在
埼
玉
県
川
越
市
に

在
住
し
、
第
一
興
商
音
楽
出
版
社
と
契
約

し
、「
こ
こ
ろ
妃
富
美
」
と
い
う
芸
名
で
、

花巻市長の 

祝辞 

 
 
花巻市議会 

議長の祝辞 
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歌
手
活
動
を
し
な
が
ら
、
ご
自
分
の
カ
ラ

オ
ケ
店
で
近
隣
の
方
々
に
歌
の
レ
ッ
ス

ン
指
導
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の

日
の
披
露
曲
は
「
願
い
を
込
め
た
虹
の

橋
」
「
こ
こ
ろ
の
故
郷
」
「
歌
仲
間
愛
し

て
・
・
・
歌
を
愛
し
て
」
の
３
曲
。 

㋺
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
演
舞 

３０

周
年
記
念
の
演
舞
は
「
エ
・
ホ
イ
・ 

イ
カ
・
ピ
リ
」「
ケ
イ
・
ア
ロ
ハ
」「
花
は

咲
く
」
の
３
曲
、
こ
の
日
踊
っ
た
の
は
、

吉
田
久
美
子
、
草
間
マ
サ
子
、
佐
々
木
ミ

ツ
子
、
荒
金
良
子
、
有
田
睦
子
、
斎
藤
美

智
、
飯
塚
悦
子
の
７
名
の
町
人
会
女
子
会

員
、
櫻
井
サ
ト
会
員
は
都
合
に
よ
り
休
み
。 

フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
発
足
の
経
緯
を

簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
平
成
18

年
に
１

市
３
町
の
合
併
で
花
巻
市
に
な
っ
た
際
、

そ
れ
ま
で
石
鳥
谷
町
が
郷
土
芸
能
の
企

画
も
含
め
て
運
営
し
て
い
た
が
、
合
併
後

自
主
運
営
と
な
り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、
そ

の
年
は
「
ロ
ス
ポ
ラ
ー
チ
ョ
ス
」
（
上
川

信
行
幹
事
を
代
表
と
す
る
数
名
）
に
よ
る

南
米
音
楽
の
演
奏
と
女
子
会
員
に
よ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

以
来
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
は
12

年
間
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
。
練
習
は
、
「
日

暮
里
ひ
ろ
ば
館
」
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

に
通
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
指
導
者
と

仰
い
で
行
っ
て
お
り
、
概
ね
、
毎
年
４
月

か
ら
10

月
ま
で
月
に
２
回(

金)

を
原
則
と

し
て
い
る
が
、
本
番
直
前
の
９
月
と
10

月

は
毎
週
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。

会
員
の
居
住
地
は
、
遠
く
は
草
加
、
調
布
、

八
王
子
の
方
も
お
り
メ
ン
バ
ー
全
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

㋩
郷
土
芸
能
＝
八
幡
春
日
流
鹿
踊
（
表
紙

参
照
） 

今
回
、
八
幡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
様
、

春
日
流
鹿
踊
り
保
存
会
様
他
、
関
係
各
位

の
ご
尽
力
と
ご
好
意
で
実
現
し
た
。
演
舞

終
了
後
、
一
人
ず
つ
紹
介
あ
り
。 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
６ 

集
合
写
真
撮
影 

集
合
写
真
に
は
、
必
ず
し
も
当
日
の
出
席
者
全
員

が
写
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
掲
載
の
お

名
前
は
順
不
同
・
敬
称
略
と
な
っ
て
い
る
。 

 

御
来
賓
（
順
不
同
） 

上
田
東
一(

花
巻
市
長)

、
小
原
雅
道(

花 

巻
市
議
会
議
長)

、
鎌
田
幸
也(

花
巻
市
議

会
議
員)

、
瀬
川
義
光(

同
上)

、
佐
藤
現(

同

上)

、
横
田
忍(

同
上)

、
高
橋
靖(

花
巻
市
議

会
事
務
局
局
長)

、
菅
原
善
幸(

花
巻
市
石

鳥
谷
総
合
支
所
支
所
長)

、
藤
原
良
浩(

同

支
所
地
域
振
興
課
長)

、
中
村
弘
樹(

花
巻

商
工
会
議
所
石
鳥
谷
支
部
会
長
、
一
般
社

団
法
人
花
巻
観
光
協
会
副
会
長
、
有
限
会

社
菓
匠
丸
文
代
表
取
締
役
）
、
関
英
雄
、

同
伴
関
千
代
子(

関
庄
糧
穀
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
。
同
夫
人)

、
川
村
祐
基(

合

資
会
社
川
村
酒
造
店
取
締
役
社
長)

、
箱
崎

晴
己(

菊
の
司
酒
造
株
式
会
社
元
副
社
長)

、

藤
舘
昌
弘(

株
式
会
社
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン

代
表
取
締
役
社
長)

、
熊
谷
真
也(

岩
手
日

報
社
東
京
支
社
編
集
部
長)

、
瀬
川
紘
一

(

在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会
会
長
・
在
京
花
巻

人
会
会
長)

、
高
橋
良
光(

同
上
副
会
長)

、

板
垣
雅
子(

同
上
理
事)

、
菊
池
美
津
子(

同

上
理
事)

、
内
村
正
明(

在
京
大
迫
人
会
会

長)

、
伊
藤
秋
英(

同
上
副
会
長)

、
武
井
美

砂(

同
上
副
会
長)

、
蟹
澤
政
志(

在
京
東
和

町
友
会
会
長)

、
佐
々
木
幸
三
（
同
上
名
誉

会
長
）
、
千
葉
政
光
（
同
上
副
会
長
）
、
鎌

田
節
郎
（
同
上
副
会
長
）
、
佐
々
木
茂
良

（
同
上
幹
事
）
、
斉
藤
美
智
（
同
上
幹
事
）、

佐
々
木
幸
吉
（
紫
波
町
ふ
る
さ
と
会
会

長
）
、
弥
勒
地
功
（
同
上
幹
事
長
）
、
阿
部

敬
（
在
京
金
ヶ
崎
人
会
幹
事
長
）
、
金
澤

志
年
（
同
上
事
務
局
長
）
、
板
垣
寛
（
石

鳥
谷
町
議
会
議
員 

ＯＢ

会
会
長
）、
高
橋
淑

郎
（
同
上
ＯＢ

会
会
員
） 

 

八
幡
地
区
出
席
者 

○
八
幡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
関
係
者 

藤
澤
信
悦
（
八
幡
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
）
、
玉
山
領
一
（
同
上
顧
問
）
、 

伊

藤
賢
治
（
同
上
産
業
部
会
部
長
）
、
永
井

紳
逸
（
同
上
教
育
文
化
部
会
部
長
）
、
高

橋
元
一
（
同
上
保
健
体
育
部
会
部
長
）
、

菅
原
松
夫
（
同
上
総
務
広
報
部
会
副
部
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長
）
、
玉
山
昌
可
（
八
幡
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
）
、
玉
山
忠
孝 

（
同
上
）
、
大
原
晋

（
同
上
）
、
高
橋
玲
子
（
同
上
）
、
葛
岡
真

由
美
（
同
上
事
務
局
員
） 

○
春
日
流
八
幡
鹿
踊
保
存
会
関
係
者 

玉
山
克
巳
（
春
日
流
八
幡
鹿
踊
保
存
会

会
長
）
、
藤
原
敏
也
（
同
上
師
匠
）
、
藤
原

理
（
同
上
演
者
）
、
平
澤
正
成
（
同
上
演

者
）
、
似
内
翔
太
（
同
上
演
者
）
、
平
賀
智

希
（
同
上
演
者
）
、
柳
原
昌
太
郎
（
同
上

演
者
）
、
中
野
梨
菜
（
同
上
演
者
）
、
小
野

七
海
（
同
上
演
者
）
、
安
部
薫
（
同
上
演

者
） 

○
八
幡
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

飯
塚
悦
子
、
大
原
公
司
、
小
野
寺
靖
子
、

河
嶋
稔
、
後
藤
勝
夫
、
佐
々
木
ミ
ツ
子
、

菅
原
好
弘
、
鷹
觜
善
司
、
滝
田
大
、
晴
山

祐
吉
、
藤
井
洋
、
八
重
樫
克
彦
、
柳
原
政

義 

 

新
堀
・
八
重
畑
地
区
出
席
者 

○
新
堀
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
関
係
者 

髙
橋
公
男
（
新
堀
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
会
長
）、
佐
藤
正
志
（
同
上
副
会
長
）、

高
橋
護
（
同
上
副
会
長
）、
鈴
木
俊
一
（
同

上
文
教
部
会
長
）
、
伊
藤
浩
司
（
同
上
福

祉
部
会
長
）
、
似
内
進
（
同
上
生
活
産
業

副
部
会
長
）
、
佐
々
木
久
雄
（
同
上
事
務

局
長
）、
藤
原
久
美
子
（
同
上
事
務
局
員
） 

○
新
堀
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

伊
藤
精
司
、
鎌
田
順
子
、
川
村
政
義
、

後
藤
榮
、
佐
々
木
敬
也
、
澤
泉
美
智
子
、

高
橋
友
二
、
高
橋
政
男
、
高
橋
幸
也
、
津

田
富
美
子
、
津
田
瑛
章
、
似
内
常
夫
、
畑

中
昭
子
、
藤
原
節
子
、
山
口
郁
子
、
吉
田

久
美
子 

○
八
重
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
関
係
者 

佐
藤
芳
彰
（
八
重
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
会
長
）、
南
部
冨
久
（
同
上
副
会
長
）、

渕
澤
吉
和
（
同
上
事
務
局
長
）
、
晴
山
都

紀
子
（
同
上
事
務
員
）
、
菊
池
清
子
（
同

上
事
務
員
） 

○
八
重
畑
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

荒
金
良
子
、
飯
島
八
重
子
、
石
原
功
子
、

井
上
俊
久
、
井
上
す
み
子
、
大
竹
藍
子
、

大
竹
謙
吉
、
大
竹
キ
ヌ
、
大
竹
伍
朗
、
大

竹
雅
夫
、
草
間
マ
サ
子
、
坂
口
行
子
、
佐

藤
修
、
島
節
子
、
下
川
一
子
、
下
川
友
子
、

高
橋
良
子
、
冨
田
志
津
子
、
畠
山
八
重
子
、

晴
山
叔
郎
、
福
山
満
子
、
堀
田
恵
美
、
堀

田
欣
男
、
山
下
ミ
ツ
子 

 

好
地
・
大
瀬
川
・
八
日
市
地
区
出
席
者 

○
好
地
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
関
係
者 

岩
舘
仁
（
好
地
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
会
長
）
、
立
花
英
一
（
同
上
副
会
長
）
、

菊
池
澄
子
（
同
上
副
会
長
）、
藤
舘
茂
（
同

上
総
務
企
画
部
副
会
長
）、
菊
池
尚
範
（
同

上
事
務
局
長
） 

○
好
地
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

小
田
島
暎
子
、
鎌
田
隆
、
河
村
勝
也
、

川
村
三
郎
、
菊
地
勝
江
、
菊
池
順
司
、
菊
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池
正
弘
、
君
田
敏
、
小
森
林
洋
介
、
佐
藤

忠
男
、
茂
木
充
子
、
門
間
貴
美
子
、
八
重

樫
正
見
、
山
口
建 

○
大
瀬
川
活
性
化
会
議 

熊
谷
秀
夫
（
大
瀬
川
活
性
化
会
議
会

長
）
、
菅
原
教
雄
（
同
上
副
会
長
）
、
藤
原

美
宏
（
同
上
副
会
長
）
、
熊
谷
敏
江
（
同

上
事
務
局
員
） 

○
大
瀬
川
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

板
垣
幸
雄 

○
八
日
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議 

八
重
樫
康
治
（
八
日
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
会
長
）
、
髙
橋
俊
尚
（
同
上
副

会
長
）
、
熊
谷
幸
雄
（
同
上
幹
事
）
、
佐
々

木
和
則
（
同
上
事
務
局
長
） 

○
八
日
市
地
区
出
身
在
京
町
人
会
員
等 

荒
瀬
富
姫
子
、
菊
池
亜
矢
子
、
菊
池
栄

子
、
菊
池
廣
、
桐
田
嘉
朗
、
櫻
井
サ
ト
、

佐
藤
蓉
子
、
藤
原
圭
祐
、
藤
原
富
藏
、
藤

原
文
雄
、
藤
原
寛
志 

 

そ
の
他
出
席
者 

○
花
巻
市
関
係
者 

高
橋
靖
（
花
巻
市
議
会
事
務
局
局
長
）
、

晴
山
剛
（
石
鳥
谷
総
合
支
所
地
域
振
興
課

課
長
代
理
）
、
佐
藤
敦
（
石
鳥
谷
総
合
支

所
地
域
お
こ
し
協
力
隊
） 

○
そ
の
他
関
係
者 

有
田
睦
子
、
小
沢
邦
子
、
斎
藤
美
智
、

佐
々
木
新
幸
、
菅
原
唯
男
、
土
屋
恭
子
、

細
川
フ
ラ
ン
コ
、 

   

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
７ 

ふ
る
さ
と
特
産
品

抽
選
会 

毎
年
、
会
員
で
あ
る
出
席
者
全
員
に
ふ

る
さ
と
の
協
賛
企
業
様(

左
に
一
覧
掲
載)

か
ら
ご
提
供
の
商
品
を
お
土
産
と
し
て

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
い
る
。
手
提
げ

袋
に
は
「
合
資
会
社
川
村
酒
造
店
」
様
、

「
菊
の
司
酒
造
株
式
会
社
」
様
か
ら
の
お

酒
、
「
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
」
様
か
ら
の
お

米
、
「
伊
藤
果
樹
園
」
様
か
ら
の
リ
ン
ゴ

と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
が
詰
め
あ
わ
さ
れ
て
い

る
。 こ

れ
と
は
別
に
「
特
産
品
抽
選
会
」
の

景
品
と
し
て
も
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
の
日
も
思
い
通
り
の
商
品
に
あ
た

っ
た
の
か
、
景
品
を
手
に
喜
色
満
面
の
笑

顔
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
と
る
人
も
い
た
。

こ
の
抽
選
会
は
、
会
員
に
は
必
ず
あ
た
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
佐
藤
忠
男
副
会
長

の
進
行
に
よ
り
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を

ア
シ
ス
ト
し
た
の
は
、
吉
田
久
美
子
、

佐
々
木
ミ
ツ
子
、
草
間
マ
サ
子
、
櫻
井
サ

ト
、
君
田
敏
の
役
員
。 

抽
選
カ
ー
ド
に
は
テ
ー
ブ
ル
記
号
を

印
刷
し
、
名
前
と
一
緒
に
読
み
上
げ
、
景

品
に
は
、
抽
選
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
次
々
と

貼
っ
て
い
く
作
業
を
速
や
か
に
行
っ
て

い
っ
た
。(

壇
上
に
は
景
品
の
陳
列
机
と
当

選
し
た
方
用
の
机
二
脚
を
事
前
に
準
備)

。

当
っ
た
方
に
は
商
品
と
引
き
換
え
に
名

札
を
回
収
し
所
定
の
箱
に
い
れ
る
こ
と

に
し
た
。
ロ
ス
タ
イ
ム
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
い
る
幹
事
は
景
品
の

受
領
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
常
に
フ
ォ
ロ

ー
体
制
を
と
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し

て
は
高
橋
会
長
自
ら
が
行
っ
た
。
以
上
の

体
制
を
と
っ
た
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ス
な
進

行
と
な
っ
た
。 

 
 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
８ 

閉
会
の
挨
拶 

（
大
竹
雅
夫
副
会
長
） 

 

会
の
最
後
は
、
永
年
に
わ
た
り
会
の
為

に
多
大
の
貢
献
の
あ
っ
た
大
竹
副
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
閉
め
た
。 

 

 

今
年
度
も
特
に
問
題
な
く
、
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
と
言
え
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
９ 

司
会
者
に
よ
る
閉

会
宣
言 

 

司
会
者
か
ら
、
来
年
の
総
会
・
親
睦
交

流
会
は
、
11

月
４
日(

祝
日
・
月)

開
催
の

予
定
で
あ
る
旨
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
来

年
の
再
会
を
約
し
て
お
開
き
と
な
る
。
在

京
町
人
会
の
会
長
、
副
会
長
、
幹
事
は
全

員
で
出
席
者
を
見
送
っ
た
。 

こ
の
あ
と
、
後
片
付
け
は
役
員
全
員
で

行
い
、
最
後
に
精
養
軒
へ
の
支
払
い
も
終

え
、
本
年
度
も
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
全
て
の
作
業
終
了
の
う
え
撤
収
。 

二
次
会(

会
費
制) 

恒
例
の
二
次
会
は
上
野
駅
隣
接
の
「
文

化
亭
」
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
毎
年
の
こ
と

で
あ
る
が
、
予
定
の
人
数
を
超
え
る
出
席

者
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
二
次
会
の
参

加
者
に
つ
い
て
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
幹
事

が
参
加
者
を
募
集
し
、
川
村
三
郎
副
会
長

に
連
絡
す
る
こ
と
で
人
数
調
整
を
し
て

い
る
。
会
長
は
、
一
足
先
に
出
向
き
来
賓
、

会
員
の
二
次
会
参
加
者
の
案
内
役
を
つ

と
め
た
。  

花
巻
商
工
会
議
所 

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻 

（有
）ア
グ
リ
ス
ト 

岩
手
阿
部
製
粉
（株
）芽
吹
き
屋 

伊
藤
果
樹
園 

エ
―
デ
ル
ワ
イ
ン
（株
） 

長
田
屋 

（株
）亀
屋 

（資
）川
村
酒
造
店 

南
部
関 

菊
の
司
酒
造
（株
）七
福
神 

喜
平
堂 

協
同
農
産
（株
） 

砂
田
屋
（株
） 

関
庄
糧
穀
（株
） 

（有
）染
屋
た
き
う
ら 

丸
大
食
品
（株
） 

（有
）菓
匠
丸
文 

道
の
駅
「石
鳥
谷
」南
部
杜
氏
の
里 
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会
員
か
ら
の
寄
稿 

昨
年
11

月
4

日
に
開
催
さ
れ
た
30

周

年
総
会
・
親
睦
会
は
、
鏡
開
き
や
貢
献
者

表
彰
な
ど
特
別
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

催
さ
れ
、
節
目
の
総
会
に
ふ
さ
わ
し
い
記

憶
に
残
る
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初

め
て
上
田
市
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

盛
り
上
が
り
が
更
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
翌
日
の
岩
手
日

報
新
聞
に
は
、
「
写
真
入
り
で
総
会
開
催

記
事
が
出
て
い
る
」
と
の
連
絡
が
友
人
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
報
道
陣
と
し
て
岩
手
日

報
の
記
者
が
来
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

「
ス
ゴ
イ
ゾ
、
石
鳥
谷
町
人
会
（
笑
い
）」
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
「
春
日
流
鹿

踊
り
」
の
太
鼓
の
勇
ま
し
い
響
き
が
花
を

添
え
、
そ
の
舞
に
は
上
野
精
養
軒
の
ス
タ

ッ
フ
一
同
が
度
肝
を
抜
か
れ
て
見
・
聞
き

入
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
恒
例
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
年
々
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
華
や
か
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
皆
さ
ん
待
望
の

お
餅
の
提
供
で
す
。
上
野
精
養
軒
の
通
常

の
営
業
で
は
あ
り
え
な
い
「
も
ち
米
、
餅

つ
き
機
、
作
業
員
」
す
べ
て
持
ち
込
み
で

作
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
厚

意
に
は
、
感
謝
の
限
り
で
す
。
今
後
も
引

き
続
き
お
世
話
に
な
り
た
い
で
す
し
、
そ

の
た
め
に
は
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

総
会
に
は
、
毎
年
全
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
様
か
ら
の
ご
出
席
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
会
員
が
一
同
に
会
し
て
相
互
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
機
会

は
本
総
会
を
除
い
て
あ
ま
り
な
く
て
、
そ

の
点
で
も
地
域
の
活
性
化
に
一
役
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
参
加
し
て
楽
し
い

石
鳥
谷
町
人
会
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

 

昨
年
11

月
4
日
（
日
）
在
京
石
鳥
谷
町

人
会
総
会
、
親
睦
交
流
会
に
参
加
し
多
く

の
方
と
交
流
で
き
ま
し
た
事
を
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
上

野
駅
を
降
り
て
上
野
精
養
軒
へ
向
か
い

な
が
ら
今
日
は
ど
ん
な
方
々
と
お
話
し

が
出
来
る
か
心
ウ
キ
ウ
キ
し
会
場
に
着

き
ま
し
た
。
会
場
に
入
り
資
料
を
い
た
だ

き
指
定
さ
れ
た
席
に
座
る
と
、
さ
っ
そ
く

隣
の
席
の
人
か
ら
「
何
處
か
ら
き
ま
し
た

創
立
三
十
周
年
記
念
総
会

を
振
り
返
っ
て 

菊
池 

正
弘 

（
幹
事
・
好
地
出
身
） 

 
 

創
立
三
十
周
年
記
念
総
会

を
振
り
返
っ
て 

後
藤 

勝
夫 

（
幹
事
・
八
幡
出
身
） 

 

感
謝 

 「
つ
る
し
雛
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
と

「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
の
ご
寄

贈
に
つ
い
て 

 

在
京
石
鳥
谷
町
人
会
創
立
30

周
年
を
祝
し
、
石
鳥
谷
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
議
様
か
ら
「
つ
る
し

雛
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
200

個
と
八
日
市

つ
る
し
雛
ま
つ
り
の
写
真
を
デ

ザ
イ
ン
化
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
200

枚
の
ご
寄
贈
を
う
け
ま
し

た
。 ス

ト
ラ
ッ
プ
は
、
ひ
と
針
、
ひ

と
針
丁
寧
な
手
作
業
に
よ
る
も

の
で
、
と
て
も
気
持
ち
の
伝
わ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
皆
さ
ん
大

喜
び
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す 

「
石
鳥
谷
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
会
議
」
は
、
好
地
地
区
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
、
大
瀬
川
活
性
化
会

議
、
八
日
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
、
八
幡
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
八
重
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
、
新
堀
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
の
6

団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
今
回
つ
る
し
雛
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は

「
八
日
市
つ
る
し
雛
同
好
会
」
の

み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。 
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か
、
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
」
と
声
を
か

け
ら
れ
、
話
が
弾
み
ま
し
た
。
や
は
り
こ

れ
が
町
人
会
親
睦
交
流
会
だ
な
あ
と
つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。 

間
も
な
く
総
会
が
始
ま
り
高
橋
弘
美

会
長
の
挨
拶
、
そ
の
後
議
事
も
滞
り
な
く

終
了
。
続
い
て
大
竹
雅
夫
副
会
長
へ
永
年

の
特
別
功
労
へ
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
花
巻
市
長
上
田
東
一
様
始

め
多
数
の
御
来
賓
よ
り
創
立
30

周
年
に

対
し
て
の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
最
後
に
御

来
賓
の
紹
介
を
も
っ
て
総
会
を
閉
会
。
こ

こ
か
ら
第
2

部
の
親
睦
交
流
会
の
始
ま

り
で
す
。
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
料
理
、
毎
年

人
気
の
餅
（
ゴ
マ
餅
、
ア
ン
コ
餅
等
）
を

い
た
だ
き
な
が
ら
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
周

到
に
準
備
さ
れ
た
唄
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
故

郷
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
「
春
日
流
八
幡
獅

子
踊
り
」
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
拝

見
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
域
別
の
集
合
写
真
の
撮
影

の
あ
と
、
ふ
る
さ
と
特
産
品
抽
選
会
が
あ

り
、
商
品
が
当
た
る
ご
と
に
拍
手
喝
采
を

浴
び
大
喜
び
で
し
た
。 

本
当
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
い
い
思
い
出
に
な
り
、
ま
た
来

年
会
い
ま
し
ょ
う
と
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。
最
後
に
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
第
31

回

目
は
新
し
い
元
号
の
な
か
40

周
年
に
向

け
た
ス
タ
ー
ト
で
す
。
町
人
会
の
益
々
の

発
展
と
会
員
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
３０

年
度
の
在
京
石
鳥
谷
町
人
会

は
、
創
立
３０

周
年
記
念
の
年
を
迎
え
、
１１

月
４
日
、
上
野
精
養
軒
に
て
行
わ
れ
役
員

一
同
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
記
念
の
年
の
開
催
で
も
あ
り
、
花
巻

市
長
上
田
東
一
様
、
花
巻
市
議
会
議
長
小

原
雅
道
様
を
は
じ
め
他
の
花
巻
市
議
会

議
員
の
皆
様
方
、
他
の
ふ
る
さ
と
会
の

方
々
、
花
巻
市
石
鳥
谷
総
合
支
所
の
関
係

者
、
春
日
流
鹿
踊
の
郷
土
芸
能
関
係
者
等

大
勢
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
蔭
さ
ま
で
総

勢
１７６

名
も
の
参
加
者
と
と
も
に
盛
大
に

そ
し
て
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

総
会
は
定
刻
通
り
１１

時
３０

分
に
開
始
、

冒
頭
、
町
人
会
歌
「
朋
友
」
を
斉
唱
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
作
曲
者
の
細
川
久
美
子

さ
ん
が
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
、
歌
唱
指
導

も
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
が
思
い
だ
さ
れ
、
寂

し
く
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
親
睦
交
流
会
で
は
鏡
割
り
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
乾
杯
と
進
み
、
皆
さ

ん
お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

新
堀
出
身
の
津
田
富
美
子
さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
、
八
幡
の
皆
さ
ん
に
よ
る
春

日
流
鹿
踊
、
町
人
会
女
子
会
員
に
よ
る
ド

レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
華
や
か
な
衣
裳
で
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
演
舞
で
会
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

会
食
は
上
野
精
養
軒
の
洋
食
の
ほ
か
、

田
舎
を
思
い
出
し
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
特
別
に
お
願
い
し
た
「
芋
の
子

汁
」
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
評
判
は
上
々

で
し
た
。
ま
た
、
お
餅
は
、
町
人
会
幹
事

と
そ
の
家
族
が
総
出
で
前
日
の
お
米
研

ぎ
か
ら
準
備
を
始
め
、
当
日
な
る
べ
く
搗

き
た
て
の
柔
ら
か
い
餅
を
ご
提
供
す
る

た
め
に
餅
つ
き
機
を
持
参
し
て
お
り
、
頭

が
さ
が
り
ま
す
。
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ

る
餅
の
種
類
は
「
ず
ん
だ
餅
」
「
く
る
み

餅
」「
ご
ま
餅
」「
あ
ん
こ
餅
」
等
で
あ
り
、

毎
年
一
番
の
人
気
で
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
で
す
。
こ
の
日
や
は
り
ご
提
供
の
あ
っ

た
田
舎
の
懐
か
し
い
味
の
漬
物
と
一
緒

に
食
す
る
味
わ
い
は
格
別
で
し
た
。 

お
腹
い
っ
ぱ
い
で
ほ
ろ
酔
い
気
分
に

な
っ
た
頃
、
恒
例
の
福
引
抽
選
会
、
こ
れ

は
石
鳥
谷
の
協
賛
企
業
様
か
ら
毎
年
ご

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
物
産
等
の
品
々

が
会
員
参
加
者
全
員
に
当
た
る
と
い
う

も
の
で
、
毎
年
こ
れ
を
楽
し
み
に
お
ら
れ

る
方
も
多
い
で
す
。
お
米
５
kg
当
た
っ
た

人
は
嬉
し
そ
う
に
宅
配
便
に
頼
む
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
協
賛
企
業
等
関
係
者
の

皆
様
に
は
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
親
睦
交
流
会

も
午
後
２
時
５０

分
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
帰
り
の
際
は
、
石
鳥
谷
の
お
酒
、
り
ん

ご
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
つ
る
し
雛
デ
ザ
イ

ン
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、

等
の
お
土
産
と
、
抽
選
会
で
当
た
っ
た
商

岩手日報 平成 30 年 11 月 5 日 

 

在
京
石
鳥
谷
町
人
会
平
成
３０
年

度
総
会
親
睦
交
流
会
を
終
え
て 

 

櫻
井 

サ
ト 

（
幹
事
・
八
日
市
出
身
） 
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品
等
を
大
・
小
の
手
荷
物
と
し
て
抱
え
家

路
に
急
ぐ
の
で
し
た
。 

 
最
後
に
一
言
、
創
立
以
来
３０

年
間
、
こ

の
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
大
竹
雅
夫
副

会
長
は
、
功
績
を
讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
創
立
３０

周
年
記
念
誌
『
朋
友
』

は
、
川
村
政
義
副
会
長
が
編
集
委
員
長
と

し
て
３０

年
分
の
資
料
を
も
と
に
編
集
さ

れ
、
す
ば
ら
し
い
記
念
誌
と
な
っ
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。 

 

 

平
成
３１

年
岩
手
県
人
連
合
会
新
春
懇

親
会
は
、
２
月
３
日
（
日
）
ホ
テ
ル
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
２
階
「
飛
翔
の
間
」
（
於
山
手

線
・
日
暮
里
駅
南
口
徒
歩
１
分
）
に
お
い

て
205

名
の
参
加
者
が
あ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会
」

か
ら
は
、
瀬
川
会
長
を
は
じ
め
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

会
は
定
刻
の
12
時
45

分
に
開
会
さ
れ
、

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
「
菊
詩
会
」
6

名
の
皆
さ
ん
に
よ
る
岩
手
県
民
謡
を
中

心
に
し
た
唄
と
踊
り
で
に
ぎ
や
か
に
幕

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
演
目
は

「
南
部
よ
し
ゃ
れ
節
」
「
南
部
俵
積
唄
」

「
外
山
節
」
「
南
部
も
ち
つ
き
唄
」
「
南

部
牛
追
い
唄
」
、
最
後
に
岩
手
が
生
ん
だ

人
気
歌
手
「
福
田
こ
う
へ
い
」
の
「
南
部

蝉
し
ぐ
れ
」
で
閉
め
ら
れ
、
冒
頭
か
ら
岩

手
県
民
謡
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
会
場
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
は
い
や
が
う
え
に
も
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
「
民
謡
の

宝
庫
・
岩
手
県
」
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

鈴
木
文
彦
連
合
会
会
長
か
ら
は
、
ス
キ

ー
ジ
ャ
ン
プ
男
子
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
個
人
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
に

立
つ
小
林
陵
侑
選
手
や
大
相
撲
の
郷
土

力
士
「
錦
木
」
な
ど
岩
手
県
出
身
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
活
躍
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

と
り
わ
け
「
錦
木
」
が
殊
勲
の
星
を
上
げ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
う
け
た
際
の
笑
顔
を

テ
レ
ビ
桟
敷
で
み
て
、
改
め
て
「
笑
顔
・

笑
い
」
の
効
用
を
認
識
し
た
よ
う
で
あ
り
、

そ
れ
を
引
き
合
い
に
「
・
・
・
本
日
ご
出

席
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の

一
年
間
笑
顔
で
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
そ
し
て
笑
い
の
初
日
が
本
日
の
懇
親

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・
・
・
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
真
偽
の
ほ
ど
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
「
笑
い
」
が
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
、
病
気
を
遠
ざ
け
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
も
役
立
つ
と
い
う
話
し
を
聞

き
ま
す
。
相
撲
に
関
連
し
て
一
言
、
伊
勢

ノ
海
部
屋
の
由
緒
あ
る
「
錦
木
」
と
い
う

四
股
名
は
、
過
去
の
岩
手
県
出
身
力
士
が

名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
「
錦
木
塚

五
郎
」
は
花
巻
市
大
迫
、
「
錦
木
塚
右
エ

門
」
は
北
上
市
の
出
身
の
よ
う
で
す
。 

引
き
続
き
、
連
合
会
の
参
与
で
も
あ
る

平
野
直
岩
手
県
東
京
事
務
所
長
か
ら
は
、

新
年
の
挨
拶
と
と
も
に
、
以
下
の
三
つ
の

事
業
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。[

①

震
災
復
興
事
業] 

大
震
災
津
波
か
ら
丸
８

年
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
復
興
は

ま
だ
全
体
の
7
、
8
割
で
あ
り
、
途
上
段

階
で
あ
る
。
三
陸
地
域
の
本
年
度
の
明
る

い
話
題
と
し
て
、
三
陸
鉄
道
の
宮
古
駅
と

釜
石
駅
間
の
復
旧
に
伴
う
全
線
開
通
、

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019

」
の
２

試
合
が
釜
石
で
開
催
、
陸
前
高
田
市
「
高

田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
」
内
に
「
東

日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
」
を
設
置
、
等

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
是
非
現
地
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
力

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。[

② 

ＵⅠ

タ
ウ
ン
事
業] 

 

北
上
市
、
奥
州
市
、
金
ヶ

崎
町
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
UI

タ

ウ
ン
事
業
が
整
備
さ
れ
た
暁
に
は
、
５
千

人
規
模
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
近
県
で
は
み
ら
れ
な

い
誇
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。[

③ 

ＩＬＣ
の
誘

致] 

北
上
山
地
が
建
設
候
補
地
で
あ
っ
た

「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
」
（
ＩＬＣ
）
構

想
は
、
先
般
学
術
会
議
か
ら
文
部
省
に
答

申
が
あ
り
、
誘
致
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
新
聞
等
で
話
題
に
上
が
る

と
思
う
の
で
よ
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

懇
親
会
は
鈴
木
淳
岩
手
日
報
東
京
支

社
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
開
宴
し
ま

し
た
。
会
員
同
士
の
新
年
の
挨
拶
・
懇
談

で
会
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は

「
菊
詩
会
」
の
三
味
線
奏
者
の
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
「
ふ
る
さ
と
」
と｢

北
国
の
春｣

を

合
唱
し
、
来
年
ま
た
お
会
い
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
15

時
ち
ょ
う
ど
に
閉
宴
と
な

り
ま
し
た
。 

2019
年
3

月
3

日
第
39

回
全
日
本
綱
引

選
手
権
大
会
に
女
子
チ
ー
ム
「
い
し
ど
り

や
」
の
連
続
出
場
が
決
ま
り
、
在
京
石
鳥

谷
町
人
会
と
し
て
本
年
度
も
応
援
す
る

こ
と
に
な
り
、
久
々
の
雨
模
様
の
中
有
志

7
人
が
応
援
に
か
け
つ
け
た
。 

会
場
は
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
体

育
館
で
あ
っ
た
。
到
着
す
る
と
ち
ょ
う
ど

開
会
式
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
出
場
チ

ー
ム
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
岩
手
県
勢
は

「
第
39

回
全
日
本
綱
引
選
手
権 

大
会
」
観
戦
記 

 
 

 
 

 
 

 

上
川 

信
行 

（
幹
事
・
八
幡
出
身
） 

 

岩
手
県
人
連
合
会
新
春
懇

親
会
に
参
加
し
て 

 

川
村 

政
義 

（
副
会
長
・
新
堀
出
身
） 

 

飯塚悦子副会

長手作りの一

品(小物入れ) 
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男
子
チ
ー
ム
の
「
北
上
」
と
女
子
チ
ー
ム

の
「
い
し
ど
り
や
の
」
2
チ
ー
ム
だ
っ
た
。 

 
チ
ー
ム
「
い
し
ど
り
や
」
は
今
年
で
19

回
目
の
連
続
出
場
で
、
来
年
出
場
す
れ
ば

20

回
出
場
記
念
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
の
事
、
凄
い
事
で
あ
る
。
私
は

話
に
は
聞
い
て
い
た
が
、
実
際
に
綱
引
き

大
会
を
観
戦
す
る
の
は
初
め
で
あ
っ
た
。

全
国
各
地
か
ら
の
参
加
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
、
特
色
の
あ
る
応
援

な
ど
さ
す
が
に
全
国
大
会
で
あ
る
。 

 

チ
ー
ム
「
い
し
ど
り
や
」
は
女
子
①
ブ

ロ
ッ
ク
で
8

チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
決

勝
進
出
を
目
指
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
は
昨

年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
福
井
県
の
「
フ
ァ
ン

キ
ー
ガ
ー
ル
」
が
お
り
初
戦
か
ら
厳
し
い

戦
い
が
強
い
ら
れ
る
。
綱
引
き
の
勝
負
は

試
合
開
始
か
ら
決
着
ま
で
が
3

分
以
内

で
４m

引
け
ば
良
い
ら
し
い
が
そ
ん
な
に

簡
単
に
勝
負
が
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
観

戦
し
て
い
る
方
も
3

分
間
が
長
く
感
じ

ら
れ
、
自
然
に
手
を
握
り
し
め
る
力
が
入

る
。
完
全
に
競
技
者
モ
ー
ド
と
な
っ
て
い

る
。
試
合
内
容
は
悪
く
な
か
っ
た
が
善
戦

も
む
な
し
く
1

勝
6

敗
で
決
勝
リ
ー
グ

進
出
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
最
後
の
試
合

を
見
終
わ
る
と
少
し
力
が
抜
け
た
、
も
う

少
し
見
た
か
っ
た
な
、
残
念
・
・
・
。 

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
意
気
消
沈
し
て

い
る
の
か
な
と
ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い

た
が
応
援
席
に
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
た

時
の
、
明
る
い
表
情
に
は
充
実
感
が
感
じ

ら
れ
ひ
と
安
心
。
是
非
、
来
年
も
出
場
し

一
つ
で
も
多
く
の
勝
利
を
得
て
ほ
し
い

と
願
い
会
場
を
後
に
し
た
・
・
・
。 

 

３
月
３１
日
、
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
企
画

の
「
大
横
川
さ
く
ら
ク
ル
ー
ズ
」
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
前
１１

時
に
お
江
戸
日
本
橋
の
船
着

き
場
か
ら
船
に
乗
り
、
日
本
橋
川
か
ら
隅

田
川
に
出
て
大
横
川
へ
と
・
・
・
。
大
横

川
は
、
門
前
仲
町
と
越
中
島
の
間
を
流
れ

る
川
で
、
隅
田
川
か
ら
平
久
川
へ
繋
が
る

約
１
km

の
間
が
、
桜
並
木
と
な
っ
て
お
り
、

水
上
と
桜
の
木
が
近
く
、
更
に
川
幅
が
狭

い
た
め
、
船
か
ら
見
る
お
花
見
に
は
最
高

の
場
所
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

来
て
み
て
、
両
岸
か
ら
し
だ
れ
る
染
井
吉

野
の
桜
は
絶
景
で
、
花
見
を
十
分
に
堪
能

 

在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会 

「
大
横
川
さ
く
ら
ク
ル
ー
ズ
」 

に
参
加
し
て 

荒
金 
良
子 

（
八
重
畑
出
身
） 
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で
き
ま
し
た
。 

今
年
の
東
京
の
桜
の
満
開
は
３
月
27

日

で
し
た
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
４
日
目
で
し

た
の
で
、
桜
吹
雪
と
水
面
に
浮
か
ぶ
花
筏

を
期
待
し
ま
し
た
が
、
低
温
の
日
が
続
い

た
せ
い
か
少
し
時
期
が
は
や
い
よ
う
で

し
た
。
周
辺
地
域
は
こ
の
時
期
に
合
わ
せ

「
お
江
戸
深
川
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
和
船
に
よ
る
体
験
乗
船
の

風
流
な
風
景
も
見
学
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
の
ク
ル
ー
ズ
で
は
残
念
な
が
ら

桜
は
ほ
と
ん
ど
散
っ
て
し
ま
い
、
葉
桜
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
そ
れ
を
思
え
ば
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
。
岸
辺
か
ら
見
る
川
と
船
か

ら
見
る
川
と
で
は
、
流
域
の
広
さ
が
違
っ

て
見
え
、
最
高
の
景
色
で
し
た
。 

行
き
交
う
船
の
多
さ
に
も
驚
き
ま
し

た
。
隅
田
川
か
ら
見
上
げ
る
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
も
格
別
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
ガ
イ

ド
さ
ん
の
コ
ー
ス
流
域
の
歴
史
を
加
味

し
た
流
暢
な
お
話
し
等
は
、
こ
の
ク
ル
ー

ズ
の
別
の
楽
し
み
を
加
え
て
く
れ
た
気

が
し
ま
す
。 

 

下
船
の
後
、
日
本
橋
の
船
着
き
場
近
く

に
咲
い
て
い
た
染
井
吉
野
桜
の
下
で
参

加
者
全
員
の
記
念
写
真
を
写
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
「
レ
ス
ト
ラ
ン
紅
花
別
館
」

に
移
動
し
て
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
コ
ー
ス
の

食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
名
物

で
あ
る
「
コ
コ
ッ
ト
カ
レ
ー
」
も
い
た
だ

き
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
楽
し
い

一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
平
成
30

年
9
月
21

日
開
催
の
「
賢
治
祭
」

で
の
菊
池
さ
ん
ご
本
人
に
よ
る
「
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
」
の
朗
読
前
に
お
話
し
し
た
こ
と
を
文
章
化

し
た
も
の
で
す
） 

花
巻
市
石
鳥
谷
町
在
住
の
菊
池
善
男

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
本
日
の
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
朗
読
で
、
持
ち
時

間
の
余
裕
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま

す
。 皆

様
ご
承
知
の
よ
う
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
」
は
他
の
賢
治
作
品
の
詩
な
ど
と
違
い

ま
し
て
他
人
に
よ
ん
で
も
ら
う
と
か
、
世

に
発
表
し
よ
う
と
は
全
く
考
え
て
い
な

か
っ
た
も
の
で
、
賢
治
さ
ん
自
身
が
自
分

は
こ
う
あ
り
た
い
、
こ
の
よ
う
に
生
き
て

い
き
た
い
と
い
う
、
い
わ
ば
「
祈
り
の
言

葉
」
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。
弟
の
清
六
さ

ん
は
特
に
こ
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
中
で

４
回
使
わ
れ
て
い
る
「
イ
ッ
テ
」
と
い
う
、

即
ち
「
実
践
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
話
し

て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
黒

革
の
小
さ
な
手
帳
の
一
ペ
ー
ジ
目
に
は

「
昭
和
6

年
9

月
20

日 

再
び 

東
京

ニ
テ 

発
熱
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
北
砕
石
工
場
の
技
師
と
し
て
販
売
拡

張
の
た
め
上
京
中
、
過
労
の
た
め
死
ぬ
こ

と
を
覚
悟
し
て
花
巻
の
両
親
宛
て
に
9

月
21

日
付
で
遺
書
を
書
い
た
危
篤
状
態

の
症
状
で
し
た
。
直
ぐ
に
花
巻
に
戻
り
療

養
、
病
状
回
復
が
窺
え
た
亡
く
な
る
約
2

年
前
の
11

月
3
日
ま
で
の
時
期
に
、
116

ペ

ー
ジ
の
中
の
51

ペ
ー
ジ
か
ら
10

ペ
ー
ジ

に
亘
っ
て
こ
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
は
書

か
れ
た
も
の
で
す
。
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手

帳
」
と
「
遺
書
」
は
、
亡
く
な
っ
た
翌
年

の
2
月
16

日
新
宿
「
モ
ナ
ミ
」
が
会
場
の

第
１
回
宮
澤
賢
治
友
の
会
の
席
上
、
愛
用

の
ト
ラ
ン
ク
の
中
袋
か
ら
偶
然
発
見
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
賢
治
さ
ん
の
人
生
の
中

で
極
め
て
辛
く
厳
し
い
状
況
の
中
で
書

か
れ
た
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
朗
読
は
、

私
に
は
当
時
の
賢
治
さ
ん
の
心
情
を
偲

ぶ
と
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。 

地
元
の
花
巻
で
は
、
妙
円
寺
の
林
正
文

住
職
様
が
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
全
国
大

会
を
毎
年
開
催
さ
れ
大
い
に
感
動
を
呼

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

実
は
本
日
、
こ
れ
か
ら
朗
読
の
素
養
を

持
っ
て
い
な
い
私
が
朗
読
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
は
、
今
年
6
月
23

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
で
の
「
仲
代
達
也
が

語
る
宮
澤
賢
治
の
童
話
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド

リ
の
伝
記
」
と
い
う
5
日
連
続
の
ラ
ジ
オ

放
送
が
終
わ
っ
た
最
終
日
の
深
夜
1

時

過
ぎ
に
、
同
氏
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の

朗
読
を
聞
き
、
も
の
す
ご
い
感
動
を
受
け

た
か
ら
で
す
。
本
日
は
テ
ー
プ
に
録
音
し

た
仲
代
達
也
の
朗
読
の
抑
揚
、
リ
ズ
ム
、

速
さ
な
ど
に
極
力
忠
実
に
と
の
気
持
ち

で
朗
読
に
挑
む
も
の
で
す
。 

併
せ
て
こ
の
時
の
放
送
で
語
ら
れ
た

印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、「
85

才
の
私
は
今
、『
野
菜
』
が
好
き

で
『
納
豆
』
そ
れ
か
ら
『
チ
ョ
ッ
ト
し
た

肉
』
が
あ
れ
ば
満
足
と
い
う
、
食
事
に
関

し
て
は
、
理
想
的
な
事
を
し
て
い
る
の
で

は
、
と
い
う
こ
と
と
も
う
一
つ
は
『
複
式

呼
吸
』
は
絶
対
必
要
で
す
か
ら
夜
寝
る
前

に
50

回
位
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。 

3
年
前
の
文
化
勲
章
受
章
に
至
る
、
演

劇
人(

俳
優
座
養
成
所
第
四
期
卒)

・
俳
優

と
し
て
の
ご
自
分
を
律
す
る
厳
し
さ
に

は
、
黒
沢
映
画
に
登
用
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ

し
き
、
日
々
の
精
進
の
姿
も
察
せ
ら
れ
、

唯
々
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
目
を
閉
じ
て

仲
代
達
也
を
思
い
浮
か
べ
、
で
き
れ
ば
一

緒
に
口
ず
さ
み
な
が
ら
聞
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」 

 

菊
池 

善
男 

（
監
事
・
好
地
出
身
） 

右端が荒金さん 
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[

「
メ
イ
セ
イ
オ
ペ
ラ
」
の
調
教
師
、 

佐
々
木
修
一
君
の
こ
と] 

昨
年
の
１１
月
24

日
、
田
舎
の
中
学
校
の

同
級
会
に
十
数
年
ぶ
り
に
出
席
し
ま
し

た
。
席
上
、
今
回
の
幹
事
で
あ
る
山
口
修

君
と
の
雑
談
の
な
か
で
、
同
級
生
で
あ
る

佐
々
木
修
一
君
の
こ
と
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
２０１５
年
６
月
10

日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
シ

ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。 

彼
は
、
石
鳥
谷
町
新
堀
出
身
で
、
私
と

は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
同
級
生

で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
中
学
で
は
、
3
年

間
野
球
部
で
一
緒
で
し
た
し
、
三
年
の
時

は
、
石
鳥
谷
町
内
四
中
学
校
舎
野
球
大
会

で
は
優
勝
す
る
な
ど
、
共
通
の
楽
し
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
中
学

卒
業
以
来
一
度
も
会
っ
て
お
ら
ず
、
今
と

な
っ
て
は
、
酒
を
飲
み
か
わ
し
な
が
ら
の

昔
話
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
こ
と
を

心
底
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
「
佐
々
木
修
一
」
と
い
う
名

前
は
知
ら
ず
と
も
「
メ
イ
セ
イ
オ
ペ
ラ
」

と
い
う
競
走
馬
の
こ
と
な
ら
ご
存
じ
の

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
競

馬
好
き
の
方
な
ら
き
っ
と
記
憶
の
な
か

に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
う
で
す
、
平
成
１１

年
１
月
31

日
東
京
競
馬
場
開
催
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｉ
フ

ェ
ブ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
ク
ス
で
優
勝
し
た

競
走
馬
で
す
。 

何
が
す
ご
い
の
か
と
い
う
と
、
地
方
競

馬
と
し
て
唯
一
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｉ
で
勝
利
し
、

現
在
で
も
そ
の
記
録
は
破
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
の
マ
ス
コ
ミ

各
社
は
、
こ
の
快
挙
を
大
々
的
に
報
道
し

て
お
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
の
岩
手
日
報
も

第
一
面
に
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
扱
い
で

し
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
富
士
製
鉄
釜

石
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
優
勝
や
、
昨
年
大
活

躍
し
た
大
リ
ー
ガ
ー
選
手
で
あ
る
大
谷

君
の
新
人
王
獲
得
等
の
活
躍
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。
当
時
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
人
気
番
組
で
あ
る
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
』
も
こ
の
快
挙
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

放
送
さ
れ
た
の
は
、
２００４
年
７
月
13

日
で
し

た
。
内
容
は
、
メ
イ
セ
イ
オ
ペ
ラ
が
フ
ェ

ブ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
ク
ス
で
優
勝
す
る
ま

で
の
物
語
で
す
が
、
調
教
師
で
あ
る
佐
々

木
修
一
も
菅
原
勲
騎
手
、
柴
田
洋
行
厩
務

員
と
と
も
に
登
場
し
、
当
時
の
思
い
出
を

語
っ
て
お
り
、
番
組
全
体
の
流
れ
と
し
て

み
た
と
き
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
勝
利
と
は

い
え
、
映
像
的
に
は
彼
が
主
役
級
の
扱
い

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
放
送

内
容
は
、
後
日
、
単
行
本
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
か
ら
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
２５
勝
利
へ

の
疾
走
』
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い(

二
段
目
の
写

真
が
本
の
表
紙
で
す)

。 

彼
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
の
岩
手
県
出
身
の
人
物
一

覧
で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
佐
々
木 

修
一
（
さ
さ
き
・
し
ゅ
う
い

ち
、

1950
年
4

月
１０

日 
–

 

2015
年
６
月
10

日
。
岩
手
県
出
身
）
」
と
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
来
歴
等
に
つ
い
て
は
、
「
自
動
車
の

整
備
士
を
目
指
し
集
団
就
職
で
上
京
。
し

か
し
、
理
想
と
は
か
け
離
れ
た
仕
事
内
容

で
嫌
気
が
差
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
岩
手

の
馬
が
走
る
と
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
大

井
競
馬
場
で
競
馬
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
、

競
馬
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
を
決
意
。

南
関
東
を
経
て
水
沢
競
馬
場
に
戻
り
厩

務
員
生
活
を
送
り
、
41

歳
で
調
教
師
の
資

格
を
得
て

1992
年
厩
舎
を
開
業
。
厩
舎
を
開

業
し
て
２
年
が
経
っ
た
１９９４
年
、
管
理
馬
で

明
正
商
事
の
所
有
馬
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
カ

フ
ェ
が
デ
ビ
ュ
ー
、
同
馬
は
１９９５
年
に
か
け

て
デ
ビ
ュ
ー
12

連
勝
を
記
録
す
る
な
ど

通
算
18

戦
16

勝
、
２
着
１
回
、
３
着
１
回

と
い
う
成
績
を
残
し
た
。
そ
し
て
１９９６
年
、

メ
イ
セ
イ
オ
ペ
ラ
が
デ
ビ
ュ
ー
。
途
中
、

不
振
や
大
怪
我
な
ど
あ
っ
た
が
活
躍
。
そ

の
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
重
賞
勝
ち
馬

を
輩
出
し
、
岩
手
競
馬
厩
舎
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
も
上
位
の
常
連
と
な
っ
て
い
る
」
。 

 

上
京
し
た
後
、
彼
が
ど
ん
な
生
き
方
を

し
て
き
た
の
か
、
当
時
ま
っ
た
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
、
競
馬
は
や
り
ま

せ
ん
の
で
、
彼
が
成
し
遂
げ
た
快
挙
に
つ

い
て
も
、
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
る

時
、
田
舎
の
友
人
か
ら
「
修
一
が
テ
レ
ビ

に
出
て
い
る
よ
」
と
い
う
話
し
を
聞
き
、

何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
に
調
べ
て
み
て

初
め
て
知
っ
た
わ
け
で
す
。 

日
本
競
馬
史
上
大
変
な
こ
と
を
成
し

遂
げ
た
人
物
が
、
我
が
ふ
る
さ
と
石
鳥
谷

出
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
に
と
ど
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

［
わ
が
同
級
生
讃
歌
］ 

同
級
生
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
も

の
で
、
５０
年
以
上
の
音
信
不
通
（
ブ
ラ
ン

ク
）
が
あ
っ
て
も
、
会
っ
て
少
し
話
を
す

る
だ
け
で
、
瞬
時
に
過
去
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
、
う
わ
べ
を
飾
る
「
取
り
繕
っ
た
」

会
話
な
ど
で
は
な
く
、
お
互
い
に
子
供
の

こ
ろ
の
よ
う
な
率
直
な
会
話
に
な
り
ま

す
。
お
互
い
に
育
っ
た
環
境
等
も
周
知
の

こ
と
で
す
の
で
、
ど
ん
な
に
上
品
に
振
舞

い
、
恰
好
を
つ
け
て
話
し
を
し
て
も
同
級

会
と
い
う
場
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
私
に

と
っ
て
は
、
色
々
数
あ
る
会
合
の
な
か
で

同
級
生
讃
歌
―
新
堀
中
学
校
同
級

会
に
参
加
し
て
思
い
出
す
こ
と
ど
も 

 川
村 

政
義 

（
副
会
長
・
新
堀
出
身
） 

 

写真右が佐々木修一(平成 11年

2月 1日岩手日報) 
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も
最
も
安
ら
ぐ
貴
重
な
空
間
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

今
回
の
同
級
会
の
出
席
者
は
男
性
16

名
、
女
性
５
名
、
計
２１
名
で
し
た
。
す
で

に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
者
も
男
子
６
名
、

女
子
５
名
と
、
１０
名
を
超
え
ま
し
た
。
修

一
君
同
様
、
元
気
で
生
き
て
い
る
間
に
話

し
を
し
て
お
き
た
か
っ
た
な
と
無
念
の

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
昭
和
２５
年
４
月
か
ら
同
２６

年
３
月
生
ま
れ
で
、
俗
に
31

年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
「
五
黄
の
寅
」
と
言
わ
れ
る
年

に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
や
、
齢
69

歳

を
過
ぎ
た
、
よ
き
「
じ
じ
ぃ
」、「
ば
ば
ぁ
」

ど
も
で
す
。
昨
年
、
主
人
公
が
盛
岡
出
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
地
で
の
ロ
ケ
が

行
わ
れ
話
題
に
な
っ
た
映
画
の
タ
イ
ト

ル
同
様
「
終
わ
っ
た
人
」
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
お
世
辞
に
も
外
見
上
「
変
わ
ら
な
い

ね
」
と
は
い
え
な
い
状
況
に
き
て
い
る
こ

と
は
お
互
い
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
60
数
名
が
受
け
た
、
新
堀
小
・

中
学
校
通
算
９
年
間
は
、
結
果
的
に
組
織

的
連
携
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
小
・
中
一

貫
教
育
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
校
地
が
共
通
で
し
た
の
で
、
そ
の
感
が

強
く
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
級

生
は
全
員
で
６０
数
名
で
し
た
。
多
分
、
４

つ
の
校
舎
の
な
か
で
は
一
番
少
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

常
に
２
ク
ラ
ス
で
、
数
年
間
お
き
に
ク

ラ
ス
替
え
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
お
互
い
の

性
格
等
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま

に
は
、
け
ん
か
や
い
じ
め
み
た
い
な
も
の

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で

み
ん
な
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、

学
校
行
事
を
含
め
、
何
か
を
や
る
に
つ
い

て
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
何
事
も
や
り

ぬ
く
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
天
下
一

品
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
同
級
生
の
自
慢
話
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
「
五
黄
の
寅
」
の
女
性
は
強

い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
日
出
席
の
女

性
の
中
に
は
新
堀
中
学
校
始
ま
っ
て
以

来
の
快
挙
で
あ
る
「
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

種
目
」
で
岩
手
県
中
体
連
三
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
、
大
原
陽

子
さ
ん
、
鈴
木
作
子
さ
ん
、
藤
原
裕
子
さ

ん
の
お
三
方
。
そ
し
て
、
高
校
時
代
花
農

で
、
ボ
ク
シ
ン
グ
東
北
大
会
で
フ
ェ
ザ
ー

級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
沢
藤
清
悦

君(
種
森
神
楽
の
伝
承
者
で
も
あ
り
ま
す)

等
の
面
々
に
も
久
々
に
会
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

来
年
再
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
思
い
だ
し
ま
し
た

が
、
今
か
ら
55

年
前
に
開
催
さ
れ
た
第
18

回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
、
私
た
ち
は

中
学
2
年
で
し
た
、
公
式
行
事
で
あ
る
聖

火
リ
レ
ー
の
伴
走
者
と
し
て
参
加
で
き

た
ギ
リ
ギ
リ
年
少
の
学
年
で
。
そ
の
時
選

ば
れ
た
の
は
、
佐
藤
邦
昭
君
、
佐
藤
定
男

君(

故
人)

、
鈴
木
む
つ
子
さ
ん
、
高
橋
恵

美
子
さ
ん
の
４
人
で
し
た
。
五
輪
マ
ー
ク

の
入
っ
た
公
式
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
颯
爽

と
石
鳥
谷
の
国
道
４
号
線
を
伴
走
す
る
姿

を
み
て
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
時
の
思
い
出
話
を
聞
こ
う
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

こ
の
日
彼
ら
は
欠
席
の
た
め
聞
け
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

［
わ
た
し
に
と
っ
て
の
「
新
堀
」］ 

私
た
ち
が
中
学
に
入
学
し
た
時
の
学

校
名
は
、
新
堀
中
学
校
（
昭
和
３８
年
４
月
）

で
、
卒
業
時
は
石
鳥
谷
中
学
校(

同
41
年
３

月
第
２
回
卒)

で
し
た
。
一
般
的
に
契
約
的

考
え
方
か
ら
い
え
ば
、
入
学
後
に
学
校
名

が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
卒
業
は
入
学
時

の
学
校
名
と
い
う
の
が
通
常
だ
と
思
い

ま
す
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
と
や
か
く

言
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
新
堀
中
学
校

最
後
の
入
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
や
そ
こ

で
受
け
た
教
育
に
関
し
、「
感
謝
と
誇
り
」

を
も
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
の
小
、
中
学
校
で
の
教
育
は
，

私
の
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
で

最
も
重
要
な
場
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
郷
土
の
自
然
環
境
や
、
家
庭
、
学

校
を
包
含
す
る
地
域
社
会
の
育
成
機
能

を
有
す
る
社
会
環
境
は
私
に
と
っ
て
は

何
に
も
代
え
難
い
価
値
を
持
っ
て
い
た

と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
と

し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
人
間
と
し
て

の
「
基
本
的
生
活
習
慣
」
と
い
う
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上

で
、
勉
強
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
事
な
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
「
子
」
や
「
孫
」
を
見

て
、
今
更
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て

い
る
次
第
で
す
。 

 

２０１９ 主な行事予定 
 

◆08 月 13 日（火） 石鳥谷夢まつり（花火大会）協賛   大正橋河川敷でお待ちしています  

◆09 月 14 日（土） ふるさと応援ツアー  今年は花巻まつりを楽しむ計画です 

～15 日（日） 

◆11 月 04 日（月） 2019 年度在京石鳥谷町人会総会・親睦交流会 

会場 上野精養軒 

時間  １１：３０～（受付１０：３０より） 

郷土芸能は八日市地区の皆さんにお願いしております。今年は改元になって初

めての開催となります。新たなる気持ちで、できるだけ多くの方々のご出席を

お願いいたします。 

飯塚悦子副会長

手作りの一品

(ペンシル・ケー

ス) 
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後 

記 

 

「
平
成
時
代
」
は
、
平
成
31
年
4
月
30
日

を
も
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。 

エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
こ
の
記
念
す
べ
き
日

付
の
入
っ
た
「
在
京
石
鳥
谷
町
人
会
だ
よ
り
第

24
号
」
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
誠

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
時
代
は
、
過
去
の
歴
史
に
お
い
て
唯
一

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
、
自
然
災
害
の
多
い
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。
私
ど
も
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
で
あ
り
、
死

者
・
行
方
不
明
者
及
び
関
連
死
を
含
め
る
と
２

万
２
千
人
を
超
え
ま
す
。
こ
の
未
曾
有
の
被
害

は
平
成
時
代
史
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。
犠
牲

に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
改
め
て
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
本
誌
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

大
震
災
の
発
生
か
ら
丸
８
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
復
興
は
全
体
の
7
、
8
割
と
の
こ
と
で

す
。
ま
だ
ま
だ
ふ
る
さ
と
支
援
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。 

 

震
災
後
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
岩
手
県
の

被
災
地
を
二
度
訪
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
被
災

者
に
励
ま
し
の
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
ど
れ
だ
け
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
宮
城
県
の
あ
る
体
育
館
を
訪
れ

た
時
、
ス
リ
ッ
パ
が
用
意
で
き
た
の
は
両
陛
下

に
履
い
て
い
た
だ
く
２
足
分
だ
け
で
し
た
。
そ

れ
に
気
が
つ
か
れ
た
陛
下
は
い
っ
た
ん
履
か

れ
た
ス
リ
ッ
パ
を
脱
が
れ
た
の
で
す
。
被
災
者

の
方
々
が
誰
も
履
い
て
い
な
い
の
に
、
自
分
た

ち
だ
け
が
履
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う

思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
陛
下
の
お
人
柄
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
記

憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

左
の
写
真
は
、
昭
和
27
年
5
月
、
私
が
勤

務
し
て
い
た
学
校
が
「
四
大
学(

学
習
院
・
成

城
・
成
蹊
・
武
蔵)

運
動
競
技
大
会
」
の
当
番

校
で
あ
っ
た
お
り
、
当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
現

天
皇
が
学
習
院
大
学
の
馬
術
部
の
主
将
と
し

て
本
学
を
訪
問
さ
れ
た
時
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。

こ
の
時
、
本
学
で
は
特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、
学

習
院
の
一
学
生
と
し
て
扱
い
、
近
所
か
ら
取
り

寄
せ
た
普
通
の
饅
頭
と
緑
茶
を
、
普
通
の
湯
飲

み
茶
わ
ん
で
接
待
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
対

し
、
陛
下
は
屈
託
な
く
そ
れ
を
召
し
上
が
り
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

陛
下
は
、
皇
太
子
時
代
か
ら
象
徴
天
皇
と
し

て
「
国
民
と
と
も
に
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ひ
ざ
ま
ず
い
て
被
災
者
に
寄
り
添
い
続
け
よ

う
と
す
る
避
難
所
で
の
お
姿
を
映
像
等
で
何

度
も
目
に
す
る
た
び
に
本
学
を
訪
問
さ
れ
た

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

両
陛
下
の
ご
健
勝
を
あ
ら
た
め
て
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

（
川
村
政
義
） 

 

原稿募集 
 

会報「在京石鳥谷町人会だより」に掲載す

る原稿を募集しています。 

テーマは 

「ふるさとへの思い」 

「最近思うこと」 

「町人会へのご意見」 

「エッセイ」 

等々自由です。 

会員皆様の会報誌です。どんなことでも

結構です。どんどんメッセージをお寄せくだ

さい。 

マッテマース。 
 

≪連絡先≫ 

広報部担当 飯塚悦子 

（Tel 04-7188-0377）  

〒270-1123 千葉県我孫子市日秀 83-2 

 

「在京石鳥谷町人会」会員募集 
 

当会は、石鳥谷町出身者およびご縁のある

方々を会員としてお互いの親睦と融和を図

り、ふるさと石鳥谷（花巻）との交流を深め、

お互いの発展向上を図ることを目的とし活動

しています。 

毎年 1 回(11 月初旬）「上野精養軒」にて

親睦交流会を開催しており、「ふるさと交流」

の一環として石鳥谷の各地域の郷土芸能を披

露して頂くなどとても楽しい会です。知人、

同級生、町人会に関心のある方等に是非お声

かけいただきお誘いくださるようお願いいた

します。 

なお、本会ではホームページを開設してお

ります。関心のある方は「在京石鳥谷町人会」

で検索してください。 

ご意見や掲載したい情報等ありましたなら

ば、表紙掲載の事務局までお寄せくださるよ

うお願いします。 

武蔵学園本部棟（現「学園記念室」）

に向かう当時の皇太子殿下（『武蔵

七十年史』から引用） 


